
武
家
に
よ
る
政
権

を
樹
立
し
た
人
物

で
す
が
、
父
の
忠

盛
は
平
安
時
代
末

期
、
白
河
上
皇
な

ど
に
仕
え
た
武
士

で
、
武
力
と
財
力

巻
の
八
十
六

　

虫
明
は
古
く
か
ら
名
勝
地
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
歌
人

が
虫
明
を
題
材
に
し
て
歌
を
詠
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
歌
は
、
虫
明
の
「
瀬
戸
の

曙
」
を
見
て
、
あ
ま
り
の
美
し

さ
に
都
の
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
心
情
を
詠
ん
だ
歌
で

す
。
作
者
は
平
忠
盛
。
今
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
で

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

清
盛
の
父
親
で
す
。

　

平
清
盛
は
、
日
本
史
上
初
め
て

を
蓄
え
て
勢
力
を
伸
ば
し
、
平
氏

政
権
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

平
忠
盛
と
虫
明

　

こ
の
歌
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に

編
集
さ
れ
た『
玉ぎ

ょ
く
よ
う
わ
か
し
ゅ
う

葉
和
歌
集
』（
巻

八
・
旅
歌
）
と
い
う
歌
集
に
収
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

題
詞
（
和
歌
の
主
題
や
成
立
事

情
な
ど
を
説
明
す
る
前
書
き
）
に

「
備び
ぜ
ん
の
か
み

前
守
と
し
て
都
か
ら
下
っ
て

き
た
と
き
に
、
虫
明
の
古
い
寺
の

柱
に
書
き
付
け
た
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
安
時
代
末
期
、
虫
明
に
存
在

し
た「
古
い
寺
」と
は
ど
こ
で
し
ょ

う
か
。
黒
井
山
等
覚
寺
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
歌
の
最
後
「
わ
す
ら
れ

に
け
る
」
の
部
分
は
、
従
来
は
、

「
わ
す
ら
れ
に
け
り
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、『
玉
葉
和
歌
集
』
に
は
「
け

る
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
が
正
し
い

よ
う
で
す
。

　

忠
盛
は
、
備
前
国
の
長
官
で
あ

る
備
前
守
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
瀬
戸
内
海
の
海
賊
を
捕
え
る

よ
う
命
じ
ら
れ
た
忠
盛
は
、
強
大

な
軍
事
力
を
発
揮
し
て
瀬
戸
内
海

の
武
士
団
を
支
配
下
に
収
め
、
従

わ
な
い
者
は
海
賊
と
し
て
捕
え
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た

忠
盛
で
す
が
、
と
き
に
備
前
国
に

も
来
て
軍
事
指
揮
に
あ
た
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と

き
に
虫
明
に
立
ち
寄
っ
た
の
か
も

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　3月 30 日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

地
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
活
動

団
体
が
中
心
と
な
っ
た
映
画
上
映

実
行
委
員
会
が
発
足
し
、
上
映
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
菓
子
が
紡
ぐ
心
温
ま
る
希
望

の
物
語
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
後

　

２
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
料
金

　

前
売
券   

一
般 

１
、０
０
０
円

          

小
中
高
生    

８
０
０
円

　

当
日
券   

一
般 

１
、５
０
０
円

          

小
中
高
生    

８
０
０
円

※
入
場
券
１
枚
に
つ
き
30
円
を
東 

　

日
本
大
震
災
の
震
災
孤
児
支
援

　

と
し
て
寄
付
し
ま
す
。

▽
前
売
券
の
販
売
場
所

　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）・
長
船

町
公
民
館
・
牛
窓
町
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

　
中
央
公
民
館

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
、
家
族
や
医
師
た
ち
の
愛
情
に
包
ま
れ

な
が
ら
退
院
を
待
つ
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
た

ち
。
そ
の
表
情
豊
か
な
写
真
を
見
る
と「
い
の
ち
」「
希

望
」「
未
来
」
と
い
う
言
葉
が
胸
に
浮
か
ぶ
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ち
い
さ
な
い
の
ち

　
新
生
児
集
中
治
療
室
か
ら
の
フ
ォ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
ネ
オ
ネ
イ
タ
ル
ケ
ア
編
集
室
…
編
集

　
宮
崎
雅
子
…
写
真
　
　
メ
デ
ィ
カ
出
版

トントントンをまちましょう
　あまんきみこ…作　鎌田暢子…絵
　ひさかたチャイルド
お母さんが、大きなお鍋にいっぱいつくった甘酒。
甘くあったかいにおいに誘われて、トントントン
と玄関の扉をたたいてやってきたのは…。寒い夜
にぴったりの絵本です。

　

岡
山
県
立
邑
久
高
等
学
校
と
中

央
公
民
館
の
連
携
事
業
で
あ
る
こ

う
こ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
環
と

し
て
、
地
域
住
民
が
生
徒
と
一
緒

に
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

学
校
開
放
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

開
放
す
る
講
座
は
、
３
年
生
の

選
択
授
業
で
行
っ
て
い
る
３
講
座

で
、
一
般
の
人
に
も
気
軽
に
楽
し

め
る
内
容
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
高
校
生
と
机
を
並
べ

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
開
放
講
座

　

美
術
（
絵
画
）、数
学
（
基
礎
）、

音
楽
（
器
楽
）

▽
期
間　

４
〜
12
月

▽
時
間　

45
分
授
業
を
週
２
回

　
（
音
楽
は
週
１
回
）

▽
募
集
人
数　

各
講
座
５
人
（
希

　

望
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
ま

　

た
は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

▽
対
象　

瀬
戸
内
市
在
住
の
人

▽
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
な
ど

　

は
、
実
費
徴
収
）

▽
申
込
方
法

　

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
３
月

16
日
（
金
）
ま
で
に
仮
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
に
入
り
、
授
業
日
程
な
ど

の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
連
絡
し
ま

す
。
受
講
が
可
能
な
場
合
は
、
そ

の
後
、
正
式
な
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

　
中
央
公
民
館

　

宮
城
県
石
巻
市
を
主
な
ロ
ケ
地

と
し
て
東
北
各
地
で
撮
影
を
行

い
、
製
作
さ
れ
た
映
画
「
お
菓
子

放
浪
記
」。

　

平
成
23
年
３
月
10
日
の
完
成
披

露
試
写
会
の
翌
日
、
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
り
、
ロ
ケ
地
で
の
上
映

は
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
窮
状
を
知
っ
た
人
た
ち
か

ら
「
人
の
心
の
温
か
さ
に
あ
ふ
れ

た
こ
の
映
画
を
、
私
た
ち
の
ま
ち

で
上
映
し
よ
う
」「
子
ど
も
に
伝

え
、
未
来
に
残
し
た
い
」
と
い
う

声
が
上
が
り
、
そ
の
声
は
全
国
各

 

邑
久
高
校
開
放
講
座

し
れ
ま
せ
ん
。

朝
日
が
美
し
い
名
勝
地

　
「
瀬
戸
の
曙
」
は
、
二
百
十
日

（
立
春
か
ら
数
え
て
２
１
０
日
目
。

９
月
１
日
ご
ろ
）
前
後
に
虫
明
港

か
ら
見
る
朝
日
が
島
と
島
の
間

（
迫せ

と門
・
瀬
戸
）
か
ら
昇
っ
て
く

る
た
め
こ
う
呼
ば
れ
、
虫
明
を
代

表
す
る
美
し
い
風
景
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は

「
虫
明
八
景
」
の
ひ
と
つ
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
18
年
に
は
、
日
本
列

島
夕
陽
と
朝
日
の
郷さ

と
づ
く
り
協
会

が
選
ぶ
「
日
本
の
朝
日
百
選
」
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

美術（絵画）講座

 「
お
菓
子
放
浪
記
」
を
上
映

む
し
あ
け
の
瀬
戸
の
明
け
ぼ
の
み
る
折
ぞ

都
の
こ
と
も
わ
す
ら
れ
に
け
る

虫明港からの眺め

百選の認定を受けた３つの鑑賞ポイント

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ


